
最新値 目標値 達成度 評価
指標の
ウエイト
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２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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概要

　地震や水災害等の被害を最小限に抑えるために，消防団，自主防災組織等の災害
対応力を向上させるとともに，防災危機管理体制の充実を図る。

市民生活実感調査総合評価

設問

防災意識の向上とともに，地域ぐるみの災害対応力が高まって
いる。
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施策番号 2604

施策名 地域の災害対応力の向上をはじめとする防災危機管理体制の充実
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指標名

防火防災教育訓練への参加者数（延べ人数）
（人）

施策の評価

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市地域防災計画，京都市国民保護計画

共管局・部室

‐

‐

‐

b

‐

0%
20%
40%
60%
80%
100%

1

そう思う

どちらかというとそう思う

どちらとも言えない

どちらかというとそう思わない

そう思わない



３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ｃ ｂ

年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 738,718 725,717

2 275,045 282,616

3 98,214 98,214

4 829,782 913,359

5 833,357 838,871

6 174,847 169,847
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＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

・市民防災センターの活用などあらゆる機会を用いて市民の防災意識の更なる高揚を図るとともに，
継続的かつ実践的な防火防災教育訓練を実施するなど，地域の災害対応力の向上に努める必要があ
る。

-

-

□　市民の実感
C

（重み付けの理由）
　消防・防災施策については，市民にとって平常時には実感を得にくいものであることから，客観
指標を重視する。

（原因分析）
・客観指標評価については，防火防災教育訓練への参加者数が前年度と比較して減少している
ため，ｃ評価となった。
・市民生活実感評価については，東日本大震災の影響により，市民の防災意識が高揚しているこ
とからｂ評価となったと考えられる。

消防団運営

防災危機管理対策

自主防災組織の災害対応力の充実

年
度

担当局
23年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

良い 消防局

良い

事業費の状況（千円）

今後の方向性の検討

 　客観指標

消防団活動

22年度
決算額

23年度
予算額

施策の目的がそこそこ達成されている

重み付け

事業名

消防団管理

京都市市民防災センター

消防局

良い 消防局

良い

消防局

消防局

かなり良い

かなり良い 消防局



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 89.1%

数値 目標年次 達成度

数値

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

23

‐ ‐ c

担当課 安全救急部市民安全課 連絡先 ２１２－６６９２

施策名 2604 地域の災害対応力の向上をはじめとする防災危機管理体制の充実

指標名 防火防災教育訓練への参加者数（延べ人数）（人）

消防局が実施する防火・防災教育訓練（講習会，見学会・展示会，パレード，広報を除く）への参加者数（京都
市市民防災センター利用者数を含む。）

市民の防災意識の高さを示す指標 算出方法：防火・防災教育訓練への参加者数（京都市
市民防災センター利用者数を含む。）
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値 推移
目標値

21年度 22年度 数値 根拠

379,745 366,027 13,718人減 410,993
該当年度当初の人口（3歳以下及び防火
指導対象者を除く。）の1/3の数

備考
根拠

最新数値の目標値に対する達成度が
a：100％以上
b：90％以上100％未満
c：80％以上90％未満
d：70％以上80％未満
e：70％未満

・目標値を達成すればa評価
・以下10％刻みでb～e評価

全国順位
中長期目標


